














 

はじめに 

 免疫グロブリン製剤は原発性免疫不全症における置換療法,重症感染症における補助療

法としてひろく使用されており,それらはいずれも抗体の受動免疫による感染の治療,予防

を目的としたものである。近年,数種類のいわゆる intact タイプの静注用免疫グロブリン

製剤が開発され,大量投与が可能になり,血中濃度の急速な上昇と長期にわたる維持が期待

できるようになった。そのため投与量の増加のみならず 2,3 の非感染性疾患にも適応され

るケースが散見され,その適応がいくぶん過大視される面がなきにしもあらずである。これ

ら非感染性疾患における投与は免疫グロブリン製剤の抗体としての作用とは別にそのイデ

ィオタイプ,あるいは Fc リセプターを介した免疫担当細胞との関連から免疫反応に何らか

の影響を与える可能性を期待して行われているものと推測される。いずれにしても大量の

IgG を投与してその血中濃度を一定レベル以上に上げる場合には in vivo でいろいろな現

象が起きうる可能性があり,少くとも in vitroでなしうる検討は行っておく必要があると

考える。そのような点のひとつとして今回,われわれは筋注用免疫グロブリンおよび 3種類

の静注用免疫グロブリン製剤を各種の濃度においた場合にそれらが in vitro における

PWM,Epstein-Barr virus(EBV)刺激による末梢血リンパ球の免疫グロブリン産生にいかな

る影響をおよぼすかについて検討を加えた。 


